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1. 洗浄作用における温度効果には一応みるべきもの

があるが，家庭洗たくでは，現行洗濯機を取り扱うなか

で，もっぱら低温方式による。営業洗たく法が洗たく仕

上りで格段すぐれるのも高温洗浄方式によることに一囚

があると考えられる。そこで，電洗機洗浄に中温（60 ～

70 °C）方式の導入を試み， 中温条件下の洗浄結果の得

失を明らかにし，とくに，洗浄による臼物の白度低下の

抑制ならびに衛生的効果の向上を図るこ と を 目的とす

る。

2.    ①浴 温を中温とするための加熱器使用とその熱効

率について検討する。

②電洗機各部位における中温条件下に現われる熱変化

・熱傷害を洗浄の多数回くり返し後に観察する。

③中温浴における被洗物（エステル系・レーヨン系・

綿系）の洗浄変化を形態 叶生状・繊維傷害などについて

低温方式の場合と比較観察する。

④被洗物の衛生的清浄度については寒天培養試験によ

る菌数測定から比較検討ナる。

3. 浴温 の直接加熱方式の採用は実用上，能率的なも

のが現状では得られない。中温水注加による場合が安直

となる。中温方式の多数回洗浄 く り返し（30 回）に よ

る電洗機各部位の熱傷害で著しいものはみられない。被

洗物の洗浄変化ではエステル系のみがほとんどみられな

いが，しわの発現が目立つ。また衣料の縫製部に傷害が

みられる。一方衛生的清浄度は高い。


